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3.へ ブタデカノールの誘電測定

CTTH350H (heptadecano l)は

図 1に示す ように室温でβ相,高温では α相を示

す. β相は.end一grol.lPに対 してほとんど垂直に

立 っているが.わずかに90 中 よりずれていて晶

系はMONOCLINlCであ る.融点下の狭い

温度領 域に存在す るα相は.分子軸の回 りに制限

された回転 をしている為.回転相と呼ばれる.晶

系はMONOCLINICである.また.分子の

末端には7k酸基 (-()トH を持ち.それが水素結

合を形成 している.

K･Asaiらほ.C+H690Hを開いて誘電

測定 を行い.iokHz付近で積和強度が.5程

度の喜寿電分散を戒測 した.

heating cooling
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図1.ClTHi50Hの相転移

我 での研究室では .C.7H_50Hrheptadeca.noI)の言奄電測定

杏.設計 :製作した 5端子電極 を用いて.温厚依存 と周波数依存で行った.測

定周波数は 100Hz～10OkHzで行_い.測定温度は最初.室温からα用

まで行ったがその温度花園で誘電分散は前測されなかった.次に.CRYOS

TATを製作し測定温度を室温から-115oCまで拡ろげて美観を行ったが.

ここで も言発電分散は机測できなかった.

α相 においては.図2に示すよ うな誘電率の異常値が観測された.それは,

長軸 (C軸 )･の回 りでのalcollOl分子の回転に伴 う.水素結合chai

n中の protonの移動が原因だと号えら九.そのモデルで誘電率の異常を

説明 してみた (図 3).
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図2.誘電率の濃度依存
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図3.･プロトン移動のメカニズム
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